
活動を展開していることが評価され、「Notable COP

（Communications on Progress : GC10原則に関する特筆

すべき活動報告）」に日本企業として4社目に選定されました。

さらに、東京証券取引所から、充実したセグメント情報

（事業別や地域別の売上高など）の開示、およびウェブサ

イトでの充実した資料提供が評価され、2007年度の

「Listed Company Award of the Year（上場会社表彰）・ディ

スクロージャー表彰」を受賞しました。

今後も公平・迅速な情報開示とともに、株主・投資家の

皆様に当社の事業活動をより一層ご理解いただくため、

さらなる開示情報の充実に取り組みます。

（注1）グローバル・コンパクト：人権、労働、環境および腐敗防止に関す
る10原則を支持する団体の集まりです。1999年1月に開かれた世
界経済フォーラムにおいて、コフィー・アナン前国連事務総長が提
唱し、2000年7月にニューヨークの国連本部で正式に発足しました。

CSR報告書のご案内

アンリツグループのCSR活動をより理解いただくため、

「CSR報告書」を作成し、環境、人権、労働、地域社会貢献

などさまざまな視点から、ステークホルダーの皆様との

かかわりや当社の取り組みについてご紹介しています。

詳しくは下記ウェブサイトをご参照ください。

URL: http://www.anritsu.co.jp/J/corp

アンリツの社会的責任（ＣＳＲ）

アンリツのＣＳＲ活動

当社は、グループ横断的なCSRに関する重要方針や具体

的課題の解決を図る組織としてCSR推進委員会を設置し、

アンリツグループのCSR活動を牽引しています。また、

CS・品質、人権、社会貢献など、CSRの各領域を主管する

担当部門やグループ会社からCSR推進メンバーを集め、実

効性のある活動を進めています。

2007年には、中長期的な達成像として、1）安全・安心で

快適な社会構築への貢献、2）グローバル経済社会との調

和、3）地球環境保護の推進、4）コミュニケーションの推進、

の4テーマを掲げ、活動の方向性を明確にしながら、事業

活動を通じた積極的な社会貢献を継続しています。

2008年7月に開催された洞爺湖サミットでは、アンリツ

ネットワークス株式会社のスイッチやルータが通信システム

で使用されました。また、株式会社NTTデータと共同で、

災害発生時の緊急情報伝達や安否確認を行う減災コミュニ

ケーションシステムの開発にも取り組んでいます。

外部からの評価

当社は、グループ横断的なCSR活動を推進しながら、株

主・投資家の皆様に企業活動をご理解いただくため、積極

的に情報開示や対話などのコミュニケーション活動を行っ

ています。

Newsweek誌日本版の2008年

2月13日号で特集された「企業の

社会的責任 世界350社ランキン

グ」では、当社は「企業倫理」で特

に高い評価を受け、314社にラン

クされました（対象は23カ国、約

1900社）。

また、国連のグローバル・コン

パクト（注1）（GC）の10原則に沿った

アンリツグループは、誠と和と意欲をもって、オリジナル＆ハイレベルなソリューションの提供を通じて
企業価値を向上させ、社会全体から成長・発展を望まれる企業となることを目指します。

GCから受領した
Notable COPレター

2007年度
ディスクロージャー表彰受賞

大和インベスター・リレー
ションズ株式会社
インターネットIRサイト
優秀企業賞受賞（7年連続）
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